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1　は　じ　め　に

国内で育成されたシロクローパ品種は，環境適応性に優

れ，収量性一永続性等が海外育成品種より良好であるにも

かかわらず広く普及するには至っていない。その要因の一

つは，シロクローパの種子生産が困難であり．種子の供給

が不安定なことにある。本試験では，種子収量を増加させ

る栽培技術の確立と，種子生産性に優れた系統の作出を目

指して選抜を行う際の基礎的な知見を得ることを目的に．

育成品種の採種性と採種性に関連する特性を調査した。今

回は，採種2年目の特性と2年間の総合種子収量について

報告する。

2　書式　験　方　法

東北農業試験場で育成したシロクローバ3品種（「ノー

スホワイト」，「マキバシロ」，「ミネオオハ」）と，海

外育成3品種（「フイア」，「カリフォルニアラディノ」，

「リーガル」）を供試した。1994年8月23日に，東北農試圃

場に30g／aの播種量で散播し，1区6nf（2mx3m）

の試験区を造成した。試験区の配置は乱塊法を用い，各品

種4反復とした。基肥としてN：0．7kg／a，P20，：l．8

短／a，K20：0．7kg／aを施した。開花期前にl mxl m

の調査区を設置し，開花頑花の数を開花始期から開花終期

まで1過間隔で調査した。6月22日（1995年）と6月24日

（1996年）に，各調査区から10頑花を採取し，1頑花当た

りの小花数を調査した。1頑花から10′ト花ずつ，計100小

花をとり，固定液に浸漬後実体顕微鏡下で子房を切開し．

1小花当たりの胚珠数を調査した。8月9日（1995年）と

8月1日（1996年）に調査区を刈り取り収穫した。収穫し

た頑花から1頑花当たり10小花，計100小花を採取し，炊

Ⅹ線装置を用いて1小花当たりの種子数を調査した。収穫

した頭数は通風乾燥機内で乾燥した後脱拉・精選し，種子

収量を調査した。精選した種子から100粒をとり（2反復），

坪量して種子千校垂を算出した。

シロ」の3品種は6月中旬に，大葉型品種の「カリフォル

ニアラディノ」，「リーガル」，「ミネオオハ」は6月下旬

に開花盛期に適した。開花総数は「ノースホワイト」が最

も多く，「フイア」，「マキバシロ」がこれに次ぎ，最も少

なかったのは「ミネオオハ」であった。採種2年目は，各

品種とも単位面積当たりの頑花数は前年より減少した。こ

れは，越冬時の障害及び各種病害による株密度の低下が主

な原因であると考えられた。

表1に種子収量及び採種性関連特性の調査結果を示した。

頑花当たりの小花数は，大桑型の品種で多かった。′ト花当

たりの胚珠数及び豊熟種子数は，「フイア」が他の品種よ

り多かった。単位面積当たりの収穫頑花数は，小葉型で多

く大葉型で少ない傾向は2年日も同様であったが，「ノー
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3　試験結果及び考察

図1に，各品種の開花頑花数を調査した結果を示した。

′ト～中葉型の「ノースホワイト」と「フイア」，「マキバ
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図1　シロクローパ各品種の開花頭花数



東北農業研究　　第　50　号　（1997）

スホワイト」が前年より減少し，他の品種は増加した。採

種2年目の開花頗花数が各品種とも採種1年目より減少し

た（図1）反面，収穫頑花数が多くの品種で増加した。採

種1年目は開花豊熟期の降水量が非常に多く（表2），頭

花の倒伏による損失が多く見られた。シロクローバの頭花

は，開花期から収穫期の天候，特に降雨による損失が大き

いことが報告されており3），多くの品種で2年目の収穫頭

花数が増加したのは，採種1年目の頑花の損失が大きかっ

たことによるものと推察された。一般に，採種2年目の種

子収量は1年呂に比較して減少することが多い2）が，今回

の試験では1年目の頑花損失の程度が大きかったことが，

表1　シロクローバ各品種の採種性関連特性

多くの品種で2年目の収量が1年目を上回った要因である

と考えられた。採種2年間の総合種子収量が供試品種中最

も多かったのは東北農試育成の「ノースホワイト」では，

標準品種「フイア」の約1．7倍の収量を示した。育成品種

のうち，「マキバシロ」は「フイア」と同程度の種子収量

があった。一般に大乗型の品種は小一中葉型の品種より種

子収量が少ない日が，「ミネオオハ」は他の大糞型品種に

比較しても開花頭花数，収穫頑花数及び種子収量が少なかっ

た。今後の大妻型品種育成の際には，採種性の改良に十分

注意する必要があると考えられた。

表3に2年間の総合種子収量及び採種性関連特性間の相
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注．＊：フイアを100とした値

裏2　収穫目前30日間の試験実施地（盛岡）における
気温，降水量及び日照時間（1995年，1996年）

平均気温（Oc）降水量（皿）　日照時間（h）
1995年　　　　22．0　　　　381．5　　　170．1
1996年　　　　21．9　　　　121．5　　　151．3

（21．0）　　（175．0）　　（172．7）

注．（）内は過去30年間の平均値

表3　種子生産性関連特性間の相関係数
（1995年，1996年平均）

小花数　胚珠数　樺子数　種　子　豊　熟　種　子

／頑花　／小花　／小花　豊熟率　頑花数　千拉垂

胚珠致／小花－0．56‥

種子数／小花一0．27　　0．83‥

種子豊熟率　0．爵■●一一0．鎚‥一0．48－

収穫頑花数　－0．85‥　0．08　－0．23　－0．30

種子千拉垂　－0．05　　0．18　　0．60‥　0．25　－0．26

種子収包　－0．82‥　0．00　－0．27　－0．23　0．98‥　－0．24

注．＊：P＜5％で有意

＊＊：P＜1％で有意

関係数を示した。種子収監との間に最も高い正の相関を示

したのは収穫頑花数のr＝0．93‥であった。また，頭花当

たりの／ト花数は収穫頭花数及び種子収員との間に高い負の

相関を示した。種子生産性に優れた系統を育成するために

は，頑花の大きさより単位面積当たりの頑花数を高めるこ

とが最も有効であることが示された。

4　ま　　と　　め

シロクローバ育成品種の種子収員と採種性関連特性につ

いて調査を行った。採種2年間の総合種子収監が巌も多かっ

たのは東北農試育成の「ノースホワイト」で，標準品種

「フイア」の約1．7倍の収量があったが，「マキバシロ」は

「フイア」と同程度，「ミネオオハ」については他の大要品

種に比較しても種子収量が少なかった。供試6品種中4品

種で2年目の収量が1年目を上回っていたが，これは，1

年目の収穫期の降雨による頑花の損失が大きかったためと

考えられた。採種性関連特性のうち，採種2年間を通じて

最も高い正の相関を示したのは収穫頗花数であり，頑花当

たりの小花数は，高い負の相関を示した。種子収員を増加

させるには，収穫頑花数を多くすることが最も有効である

ことが示された。
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